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§１．研究実施体制  

（１）「医療」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

① 研究開発代表者：香川 璃奈 （筑波大学医学医療系、講師） 

② 研究項目 

・医療領域の実験 

・料理レシピの実験 

（２）「応用」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

①主たる共同研究者：松原 正樹 （筑波大学図書館情報メディア系、准教授） 

②研究項目 

・芸術領域の実験 

・各応用領域に関する知見に基づく助言 

（３）「基礎」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

① 主たる共同研究者：馬場 雪乃 （筑波大学システム情報系、准教授） 

② 研究項目 

・「医療」グループおよび「応用」グループにおける解析手法の提案と助言 

（４）「認知的モデリング」グループ（追手門学院大学） 

①主たる共同研究者：本田 秀仁 （追手門学院大学心理学部、准教授） 

②研究項目 

・研究用データの質と量を増加させる入力フォーマットの開発 

・タスクに応じた背景知識の計測手法の開発 

（５）「数理的モデリング」グループ（国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学） 

①主たる共同研究者：宮田 玲 （名古屋大学工学系研究科、助教） 

②研究項目 

・図書館情報学の観点に則った「医療」グループおよび「応用」グループから得られた成果のとりまとめ 

・自然言語処理技術の知見に基づく「医療」グループおよび「応用」グループから得られた成果のとりまとめ 

 

 

§２．研究実施の概要  

本研究開発では、文書というかたちでしか記録できない質的な知を、書き手に負担のない範囲でより多く収集

すること支援し、さらに収集された文書から読み手が利用したい情報をより多く収集することを目標とする。その基

盤として、文書特徴を明らかにする集合知フレームワークを開発し、文書タイプおよび文書が持つコミュニケーシ

ョン上の目的を自由に指定した上で、誰でも利用できる要素技術として提案した。 

 開発した要素技術を、以下の 3つの応用課題に対して適用し、それぞれ成果を得た。 

1. 読み手にとって有用な文書の定量的評価 [1, 2] 

料理レシピにおいて、上記手法を適用し、全くの経験的な知見であった読み手に有用な記載内容を 6種

類に集約し、さらにそのうちの一部が読み手が感じる有用性を有意に増加させることを示した。 

料理レシピ以外の、カルテ文書や楽器演奏指導文書でも同様に、読み手が感じる有用性を有意に増加

させる特徴を明らかにできることを示し、教育応用の準備を進めている。 
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2. 自然言語処理技術を利用した校正支援システムに対する、読み手に有用な記載内容の判別の組み込み 

料理レシピは web 上に大規模なテキストが公開されている。そこで、料理レシピを対象として、先の結果

に基づき、読み手に有用なレシピの記載内容を 6 種類のいずれであるか(あるいは、いずれでもないか)

を自動識別する技術を実装した。レシピ管理アプリに搭載する準備を進めている。なおこの 6 種類の内

容は、いずれも、動画や画像、あるいは将来的に音や香りなどの知覚可能なデータの共有が進んだとし

ても、言語情報を使わずに共有することが極めて難しいと想定される知である。 

3. 文書の定性的かつ経験的な特徴の顕在化と、その特徴を備えた教育研究用データセットの作成と公開 [3] 

病院で、患者の診察結果だけでなく医師の思考過程が日々蓄積される電子カルテのテキストのデータは、

プライバシー保護の観点から、教育・研究用に公開・共有することができない。これは、昨今の人工知能・

自然言語処理技術の発展の中で、医療データの分析が大きく遅れをとる主たる原因となっている。その

一方で、そもそも現実の(いわば”汚い”)カルテ文書が持つ特徴は明らかになっていない。 

我々が作成した要素技術は、「読み手の意思決定に有用」という以外の観点でも、任意の目的に応じて、

文書に蓄積されている暗黙的な知見を明らかにできることに利点がある。そこで、実際のカルテ文書が持

つ特徴を明らかにし、その特徴を備えた擬似的なカルテ文書データセットを公開した。公開カルテ文書

データセットとして、文書数は言語を問わず世界最大であり、利用申請が一切不要なカルテ文書データ

セットは世界で唯一である。なお、実験前に全てのカルテ文書に対して実験用の匿名化処理を行った。 

 

今後の課題としては、以下があげられる。 

(a) 文書の有用性の自動予測手法の開発 

将来的な課題として、文書が、コミュニケーション上のゴール、たとえば文書が意思決定に有用である、というこ

とを自動予測するための技術開発を行う必要性がある。しかし、テキストのいわば表層的な特徴に基づいて、直

接、有用かどうかを判断することは困難である。そこで、「有用性」を要素(自動予測の可能性がより高い要素)に分

割して、現実的な技術開発課題に落とし込むことを目的として、萌芽的な成果を得ている。 

(b) タスクに応じた背景知識の推測と回答傾向の認知特性の解明 

集合知フレームワークに応用するために、より基盤的な回答者の認知特性(特に、解答欄および回答時間に関

して)の認知特性の解明について、萌芽的な成果を得た(論文投稿中)。研究期間の終了後も研究を継続し、本研

究期間で開発した集合知フレームワークの改善に応用する。 

 

全ての研究は、各研究機関における倫理面の審査を経た上で、適切な倫理的配慮のもとに実施された。 
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